































































































































































































































































































































研究開発項目 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32
(1)基礎研究:重櫓構造プラズマ物
性解明とその制領浮法の開発
??
②応用研究:大電荒アークプラズマ
切端荷の高度化と環境測取型大
電流遍蹄鍔滞若
鍾漂…蜜窪顧懸謬懸悪悪懸惑零塁……輿…慰留鋪●園璽＝－蜂
大電流アークプラズマ基礎特性の解明と高性能大電流プラズマ切断技術実証試験
金属切断/遮断技術の高度化SF6代替大…号プロトタイプの試験
(3)応用研究:纐蛤炉第一壁･宇宙
飛翔体耐熱壁におけるプラズマー
雪目互作用砿
鯵騒…露褒"癖悪霊露鳳零璽鰯恩蜜霧翻羅癩顯添羅悪蟻癖恩顯鯛麗悪霊霊………頚零…麹劉●
ELM/Dismptionパルス蕊硫およびELM/Dismpionパルス蕊硫および
PWI制御手法の開発研究PWI制御の実証試験研究
(4)応用研究:重相構造プラズマを用
いたエネルギー高度利用のための
材料怠製､環境調和型技術の開発
参零…舜霞霞悪霊贄悪電露悪…惑露…塞零蟻零霧…騨零罰…霧蜜悪璽毒麗霞率璽翠…令
重櫓構造プラズマへ蝋能性付加と
材*糖鯉･鯛訴哩プロセス技棚蕊溌研究
機能件重相構造プラズマを利用した
材料倉喫･環壗調紅型プロセス実話諺聡研究
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【第5部門】バイオマス利用部門ロードマップ
組織：専任：本多了助教、兼任：関平和教授、池本良子教授、古内正美教授、
協力教員：高橋憲司教授、小林史尚准教授、畑光彦助教、仁宮一章助教
1．取組課題：未利用系バイオマスの利用技術の開発とシステムの最適化によるクリーンエネルギー創造
化石燃料枯渇によるエネルギー問題打開策の一つとして、地域に偏在する未利用バイオマスなどの地域資源利
用による地域循環圏構築が重要課題となっている。本部門では、里山里海と隣接した都市に立地している金沢大
学の地理的特徴を背景として、地域資源としての未利用バイオマスの処理に関する個別の技術開発を、地域、企
業、行政との連携により推進するともに、禾|｣用目的・需要に応じた技術選択、バイオマス使用量の拡大に伴って
発生する環境負荷（温室効果ガスのみならず、健康および生態系リスクなども含む）の軽減に酉臆したシステム
の最適化を目標とする。
2．達成目標
①未利用系バイオマスの利用技術の開発
（1）未利用バイオマスの堆肥化、消化、光合成によるエネルギー・資源回収技術の開発
（2）未利用バイオマス分散型燃焼時のリスク評価と環境負荷低減技術の開発
（3）未利用バイオマスからのバイオエタノール生産技術の開発
②システムの最適化によるクリーンエネルギー創造
上記の開発技術の適用に当たって、未利用バイオマスエネルギーの賦存量と地理的分布（地域特性）を考
慮して､里山･里海で発生する農林水産系バイオマスを､現位置もしくは近隣都市において処理し､資源・
エネルギーとして回収・利用するための最適ネットワークを構築する。
3．課侭登碧戎のためのロードマップ
第1期（1－3年目）
研究項目 要素技術の開発と実韮式験実施環
境の構築
●下水処理場集約型バイオマス
利用技術
堆肥化・消化 ●二酸化炭素資源化プロセスの
光合成による 開発
エネルギー｡資 ●バイオマス発酵熱の原位置直
源回収技術 接利用技術
●分散型燃焼のリスク評価と環
直接燃焼技術 境負荷低減技術
●低コスト排出源対策技術
バイオエタ ●バイオマス原料悔藻､林産廃
ノール 棄物等）の発掘
製造技術 ●エタノール生産速度向上技術
●当部門主催による｢バイオマス
利用研究会(仮称)」立ち上げ
＞連携趣旨の周知･理解による協
共通課題
力体制構築
＞金沢大学里山里海プロジェク
ﾄとの連携
＞行政機関、企業との連携
＞定期的に勉強会開催
第2期（4－5年目）
具体的なシステム構築
と実証試験計画の策定
●下水処理場への応
用
●炭化物の利用方法
●堆肥化物の利用技
術
●熱利用施設と制御
システム
●燃焼熱の利用手法
●環境負荷評価手法
● 効率的生産技術の
プロセス設計手法
●地域特性に応じた
開発システムの導
入可能性の検討
●実証試験に向けて
の準糒
● 技術改良
● 技術改良
● 技術改良
-10年目）
実施と詔面
●地域特性と
環境負荷低
減を考慮し
た最適技術
選択と組み
合わせを検
討
且
●パイロット
スケールで
の実証識
●実証試験の実施と総合評価
